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マーク説明�

広告�

 このセンターでは閉じこもってし

まいがちな子育て中の人に、リフ

レッシュの場、出会いの場を提供

するため、多様な講座、講演会、

セミナーを開催しています。対象

はパパやママはもちろん、これか

らパパやママになる人、孫育て中

のおじいちゃん、おばあちゃんまで幅広く。『えほん展』『ジイジ・

バアバと一緒におやつ作り』などの企画がいっぱい！�

　今回、私がおじゃました日はちょうど『ワイワイしゃべってリフ

レッシュ』という双子のパパ、ママが集まる講座がありました。

今春、小学校へ入学した双子をもつ先輩3人といっしょに、双子

の子育てならではの苦労や楽しみなどおしゃべりして盛り上が

ろう！というものです。ここは地下鉄の駅と直結したビルの中に

あります。だからベビーカーを

利用しているなど、子連れの利

用者にとってはとてもアクセス

のいいところです。センターの

利用者のための一時保育もあ

ります。「子どもがもっと小さい

頃はほんとによく利用しました」という参加者の言葉にはおお

いにうなずくところです。�

�

　このほかの事業についてもお聞きしました。まずは「ファミリー・

サポート・センター事業」について。この事業、大阪市では2001年

（平成13年）10月にスタートしました。�

　様々な事情により、一時的に子育てを援助してほしいという

依頼会員と援助を提供できる提供会員との橋渡しの役割をする

ものです。会員は2年ごと更新の登録制。利用料金は通常１時

間あたり800円（早朝、夜間、土日祝、病児は900円）かかります。

提供会員は、4日間、18時間にわたる講習を修了しないと登録で

きません。この講習は大阪市独自のものですが、依頼会員、提供

会員のどちらにとっても安心材料のひとつとなるでしょう。両者は

顔合わせをして、お互いが納得できてはじめてペアになります。

依頼会員の子どもにとっては、自宅以外に頼れる居場所になり

ます。提供会員に

とっては子育てをと

おして社会参加で

きるという利点が

あります。�
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　センターの事業はこの他に５つ。�
　○電話、面接による相談�
　○子育て支援情報の提供�
　○子育て支援ボランティアの養成�
　○センター利用者のための一時保育�
　○いろいろレンタ�
　　（サークル対象、登録制、図書や遊具等の レンタル）�
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詳しいことは…�

ホームページ　�

http://www.osaka-kosodate.net�

または季刊情報誌『いろいろ』�

※大阪市内の公共施設に置いてあります�

　　　  （文・写真/ミズ・プランニング 梅木智子）�
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